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令和８年１月１５日 文責：校長 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 
やさしく、かしこく、たくましく 
笑顔の花咲く 桜っ子の育成 

～すべては子ども達の自信のために～ 
 

 

興譲館の梅

１月９日（金）の５時間目に、児童の防災意識を高め、非常時に際し、沈着・敏速・ 

安全に避難できるようにすることや児童を敏速・安全・確実に避難誘導することを目的 

とした「地震・火災避難訓練」実施しました。 

小城消防署北分署の方にもおいでいただき、避難の様子や職員の動きを見てもらいま 

した。子どもたちは運動場の南側に避難（集合）しましたが、火災発生から避難完了ま 

での動きについて消防署の方からお褒めの言葉をいただきました。 

 ただ私はどうしても納得できないことがありました。それは避難をする途中で意味も無くニヤニヤしたり、おしゃ

べりをしたり、前の人を押したりするシーンがありました。消防署の方の話の後に、私の話があったのですが、この

点について厳しく話をしました。 

 

校長「今日の避難訓練は何点でしたか？」 

児童「９０点。（が多かったです）」 

校長「９０点って高い点数のようだけど、９０点じゃ困るんです。１００点でないといけないんです。だって、命を

守る訓練でしょう？大切な命です。１００点じゃないと困ります。実は残念だけど、避難をしているときに、○○を

している人がいました。本当に９０点（という高い点数）でしたか？みんなはいまここに避難しているけど、ここか

らまた別の場所に移動することだってあります。その時に先生の話を聞いてすばやく行動できますか？……」 

 

子どもたちはいつものように静かに聞いてくれました。保護者の皆様からお預かりしている大切な子どもたちの命を

しっかりと守る。このことは常に考えているところです。子どもたちには少し厳しかったかもしれませんが、きっと

わかってくれたと思います。 

 今回のことだけでなく、あらゆる危機管理について気を引き締めて取り組んでまいります。 

この年末年始に子ども達はご親戚等から期待をこめて、お年玉をいただいたことでしょう。今後の成長を期待

していただいたお金です。その使途については意味のあるものであってほしいと思います。 

また、この時期、子ども達同士でのお金の貸し借りやおごったりおごられたりなど、お金の大切さを理解でき

ていない案件が起こりがちです。お金の大切さや使い方を指導するのは大人の責任です。もちろん学校でも指導

いたしますが、基本はご家庭でご指導いただくことだと考えます。この時期だけでなく、お子様が自由に使える

お金を常時いくらぐらい所持しているのか、毎日どんなことに使っているのか等について把握をしていただき、

必要なご指導をお願いいたします。 

ＳＮＳ等のトラブルが多発している状況のもと、子ども達に情報モラルを身に付けさせることが大切になっ

てきています。 

そこで、子ども達はもちろんですが、保護者の方にも参加していただき、子ども達と一緒に情報モラルについ

て考えていただければと思っています。詳細は下記のとおりです。よろしければぜひご参加ください。 

 

日時：令和８年1月２６日（月）  

４年生 １０：２５～１１：１０ 

６年生 １１：２０～１２：０５ 

５年生 １３：４０～１４：２５  

場所：桜岡小学校 ３階 多目的室 

講師：「特定非営利活動法人 ITサポートさが」 陣内 誠 様 

※ 駐車場につきましては、小城公園駐車場をご利用ください。 

※ 上履き（スリッパ等）は、各自でご準備ください。 


